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プ シンポジウム肉牛振興の諸問題

肉専用牛の生産技術

1. 北海道の肉牛飼養珂況

座長平賀-即稔

(北農試畜産部〕

太田三郎〈道立新得畜産試験場)

現在、北海道陀飼育されている肉用牛は約 2万6千頭 (43.2. 1現在)と推定される。北海道の肉

用牛か飼育されはじめたのは、 昭和 25--26年からで、主とし丈国.道・町村貸付牛として導入

したのかはじま bでふるD

肉用牛を飼養しているのは、共同放牧地在どの形で草地条件には恵まれているが、酪農経営Kは

困難か、あるいは不適当在地域の農家台よび凶漁対策を目的として導入された沿岸漁家である。そ

小ため、飼養技術の未熟も ~l?、一進一退の時期もふった。しかし、近年は無畜農家K砕ける地刀

対策の必要性か再認識、切れ、また、牛肉価格も順調r推移したととから、畑作専業農家や稲作地帯

陀公ける導入も培加してきた。

肉牛飼養vc関する統計数値を第 1--4表r示した。本道の肉用牛飼養戸数は 6.950戸、飼養頭数

25，500頭で1戸当り 3.7頭(43. 2. 1農葬調査)とを打、 10伍聞に頭数は 11倍、戸数は 4.6倍r伸

長した。

全国飼養頭数r占め号本道肉用牛頭数の割合は小さいか、全国的減少傾向のをかで、お年の 0.2

%から 43ta三には1.5%まで増加した。

• 

本道陀飼養されている肉牛品種は、黒毛和種、日本短角種、褐毛和種目の砕か大半を占めて . 

いるか、近時洋種牛わ導入かすすめ鳥;(1._ヘレフォード種、アバディーンアンガス種、シヤロレー

種も増加してきている。

本道VCj:，-，ける肉用牛増殖は、道内資源か乏しいので道外からの輸移入か大半で歩る。そのうち41

年以降の制度導入実績は、 41住 591頭、 42伍 2.611頭， 43伍 2.600頭と増加している。

老長、道内V亡率、ける肉牛生産振興施設の所在地と肉用牛生産振興地域指定市町村を図示したのが

第 1-2図である。
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;第 1表 肉牛飼差是頭数の推移

飼 養 頭 数 (頭) 害リ メE今Z、 C%) 

36年! 38伍 I40伍 42伍 43 6J三 36年 38缶; 40伍 42伍 43年

全 国 2.339.596 2.233.148 1，796，636 1，483.909 1，525，015 100 100 100 100 1.00 

北海道 4，217 10，089 8.074 8.994 12.962 0.2 0.5 0.4 O. 6 0.8 

東 北 268.788 298.742 276.842 237.346 241，010 11. 5 13.4 15.5 16.0 15.8 

慢 東 304，801 248.503 182.688 166.392 160，372 13.0 11.1 10.2 11. 2 10.5 

北 陸 106.325 81，642 55，704 40，501 37，678 4.5 3目7 3.1 27 2.5 • 東 山 61，694 59.853 49.119 一 2.6 2.6 27 一 一

東 海 187，105 143.491 99.607 56.632 57，212 8.0 6.4 5.5 3.8 3.7 

近 畿 270，231 1~0 ， 351 119.051 83.367 78，895 11.6 8.5 6.6 5.6 5.2 

由 国 3~ 7.580 383.545 280，749 247.171 247，473 16.6 17.2 15.6 16.7 16.2 

四 国 185.302 160，475 128.106 93，136 92.699 7.9 7.2 7.2 6.3 6.0 

九 リ、11 596.696 550，430 598.714 24.1 29.4 33.2 37.1 39.3 

第 2表 肉牛品種別総頭数
(単位:頭)

年 次 総頭数 黒毛利種 禍毛議
日本短

無角和種
アパラ巧ーン ヘレフオ

その他
角種 アンカi;:;守重 ード種

• 33 2.482.674 1，892.958 549.460 21，072 6.911 一 12.273 

35 2.376，112 1，815.508 525，781 20，811 7，668 一 一 6，344 

37 2.296.4 78 1，774，914 490，601 20，130 8，687 39 2.100 

40 1，796，636 1，454.755 309.044 22.404 7.929 684 254 1，566 

42 1，483，969 1，216.510 232.201 25，077 7.394 862 455 1，470 

43 1，525，915 1，264，288 223，077 27.750 7.612 980 557 1，651 
、

北海道
12.462 6.683 

シヤロレ一種
460 374 

(雑種j
43 ~ー 3， 702 1 ・ーー-・ーー 167 509 

一一一
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第 3 表 肉用種牛品種別・支庁別飼養頭数
(昭和 43年 2月並日現在)

l
l
M
 

道 央 追: 同 道 東 1島 北
計ロロロ 手重

石狩 空知 上 )111後志 i橋山 渡島 胆振 日高 十勝 釧路 1根室 網走 宗谷 留蔚

黒毛芳日種
194 928 1，2.08 128 1 1，199 686 1，2.06 298 468 221 16 13.0 6.683 

(67 ) (38fl) (24 ) (24) (1) (184 ) (125) (2.04) (26 ) (123 ) (5.0) (6 ) (28) (1，518) 

褐毛井口種
2 9.0 1 464 9 1 567 
(2 ) ('18) (1) (7.0) (1) 

日本短角種
1.06 425 475 273 61.0 61 455 299 5.01 318 28 151 3.7.02 

(26) (94 ) (132) (97 ) (2.09) (2) (99) (27) (93) (87 ) (45) (919) 

ヘレフォード種
2 1 6 29 56 18.0 45 2 45 8 374 

(1) (1) (2) (2) (1 ) (1) (11.) 

アバディーンア 78 153 4 1.0 67 48 一 1 99 46.0 

ンガス種 (1.) (1) (2) 一 (8 ) 一 (1) (1) (23) 

シヤロレ一種
2 111 2 52 167 
(1 ) (1.) (1) (3) 

そ の 他
1 38 48 1.0 14 39 2 64 199 155 27 2 5.09 

(1) く10) (37) (2) (2) (2) (15) (17) (10) (97) 

きロ4 1，687 713 289 1，231 1，358 1.261 1，943 91.0 789 472 177 13.0 12.462 
(43.0) (177) (282) (189) ( 24.0) (258) (132) (212) (61) (53 ) (28) (2.662) 

乳J=!3雄子牛
1.01 44 1，.034 73 282 

(12733 ) 
469 369 2.553 5;468 3..059 3.433 1，397 8.09 19.325 

(16) (16) (344) (32) (82) (88 ) (114) (763) (1，688) (786) (892) (515) ( 2.02) (5，555) 

一一 一

備考 i ) ( )内は飼養戸数す示す

ii) 乳照雄子牛 12カ月未満 12.36Cl頭， .12カ月以上 6，956頭

• • 



• 

• 
./ 

第 4表 肉牛肥育形態矧l出荷頭数の推移

雌 牛 去 勢 牛
伍 、o人- 終頭数 雄 牛 壮令肥青

(若24令肥育普通肥育 理想、肥育
3-4才〕 カ月まで)

33 伍 26 4，8 5 3 1 35，59 9 3 5，1 8 9 79.6 6 6 1 4，39 9 

35 年 3 45.4 40 167.921 4 2.958 9 6.6 5 3 37.908 

37 伍 414，09 3 1 3 1，89 9 29.1 8 0 4 9.6 4 7 1 0 1，4 1 6 1 0 1，9 5 1 

39 年 4 1 8.41 5 1 65.5 87 24，054 56.1 53 98.7 1.5 1 3 3.9 06 

40 年 52 3.95 0 1 74，83 3 27，68 8 40.6 6 6 1 1 9.7 7 5 1 60.98 8 

41 年 5 44.3 2 2 1 84，3 9 1 24，68 6 47，5 1 9 1 20.244 1 6 7，48 2 

42 年 463.578 1 44，254 25，940 46.094 98.241 1 49.06 9 

43 年 4 1 6.083 1 23.8 22 20.805 3 6.745 9 5.0 2 2 1 3 9.689 

北海道 1，543 365 409 一 769 

一一一一一一一一

2. 外国肉用牛の体型

本道K:jo'>ける肉用牛小増殖は、草地開発刑厚す基軸にして飛躍的宏伸長手企図してシ h 高率の

目標語i構想されている。この目標とする標準す要約して第 5表K示した。

第 5表 肉芹牛の標準

区 分 雌 土佳

体 体
高(仰) 125 -- 128 128 - 140 

胸囲/体高 (%) 146 -- 152 155 -- 165 

型
体 重 (K~) 450 -- 550 750 - 820 

肥育はじめ 一 12 -1  4カ月
J目AbEペ

肥育期間 120日

1 日増体分 一 0.9 K~ 
力
枝肉歩留 b 一 60 - 64% 
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@ 肉専用種増殖施設

ム 乳用雄子牛崎育又は肥育施設

Jく 廃牛肥育専用施設

口 大規模肉牛経営

第 1図 肉牛生産振興施設分布図
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第 2図

• • 
肉用牛生産振興対域指定市町村

(昭和 43伍 10月現在)
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(和牛増殖又は肉用牛増殖地域指定分)
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第 6表 肉用牛各品種の測尺値(雄牛〕

l
t
ω

ロ
l
t

月令エ旨42体伽)高 十字 体t侃)長 胸伽)囲 i 胸r侃)深 胸t叩)巾 尻(c;m)長 盟巾 1寛仰)巾 坐」，侃骨.¥巾 管(侃)囲 体(Kg)重部(仰)高

7バディーンア 124 124 153 205 70.2 55.5 52.5 !i2 
50 37 

21.5 617 

24 ンガス種 123--125 123-125 153-153 206-204 70-70.4 57-54 53--52 51-53 21-22 603-631 

ヘレフォード種
120 122 151 199 70 53.0 55.0 52 46.3 35 21. 7 612 

カ
117-123 120-124 148-156 194-204 69-70 48-56 53-56 50-54 46-":'47 34-37 20.5-22.7 570-676 

シヤロレ一種
130 134.5 164.5 207.5 72.5 56.5 54.5 

53 57 
36.5 24.8 753.5 

128-132 132-1.37 164-165 210-205 73-72 57-56 55-54 37-38 24.5-25.。758-749 
月
黒毛和種

メ寸3』

日 本短角種 1)0""') 

アバディーンア
127 129 167 218 74 57 54 54 54 45 22 755 

36 ンガス種

ヘレフォード種
124.5 126 161-5 215 72.5 53.3 56.5 57.3 56.5 35 23.3 741 

カ
123-126 123-129 153..........168 203-227 71-74 53-61 55-59 54-61 50-62 お -37 23.0-23.5 705-832 

シヤロレ一種
133.5 137 179 223.5 76.5 61 59.5 56.5 60 24.8 930 
130-137 134-143 176-182 222-225 76-77 58"'_" 64 60-59 56-57 59-61 

43 
24.5-25. ( 910-950 

月
f吋 )1 ~ 6iS fo，.f J及)- 年。 J乙 庁. //7 

黒 毛 芳刻口叩種 1)0 p手? ~'7J 

A 寸3

日本短角種 1) 

7バディーンア
1'29 129 167 232 78 64.5 58 59 60 43 23 847 

ンガス種
48 126 126 163 210 73. 60 55 55 54 35 23.5 
ヘレフォード種

123 -128 122-128 153-171 207吃 12 72-74 57-61 50-58 54-56 51:--58 34-36 22.0-21. 5 
740 

カ

シヤロレ一種 一 一 一 一 一 一 ー 一 一
月

メ寸2ヨN 
黒 毛和種

日本短角種

J-iI( ヲ'tf( 10/'べ?10ユ
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現在、新得畜試では、外国肉声牛としてはヘレフォード種、アバディーンアンガス種、 シヤロ

レ一種を繋養して会り、とれらの特性す調査しつつ、耐寒飼養・放牧飼養・肥育能力をどわ試験を

行合っている。とれらの品種の能力としては、発育、飼料利用性、肉質、また管理の面からは性質

までも重要企要素とをるわ村である。当場でとれまで飼養Lた各品種の尺値を示すと第 6表わょう

V:~ る。

また、雌牛の月令月11体重比較を第 7表r示した。

算 7表 肉牛品種の月令矧l体重・雌牛
(単位 K~ ) 

~積一\旦二金 とと 時 6カ月 12カ月 18カ月 24カ月 摘 要

ヘレフォード種 30.6 177.7 272.4 348.0 434.0 生時体重 2産目平均新得畜試

アバディーンア
23.9 171.0 262.5 (393.0) (389 ) 

生時体重1産自平均 )内
ンガス種 輸入牛 新得畜試

11 26.5 173.0 267.2 321.0 387.8 岩手種畜牧場成績

日本短角種 31.9 211. 6 281.6 339.0 405.2 新得畜試

シヤロ V 一種 ー
8カ月令 9カ月令

一
25カ月令

新得畜試(国内購買牛〕
240.5 267.0 507 

一
/ー/

3. 当場V旬、ける試験成績

(1) 粗飼料多給の若令肥育

肉牛わ若令肥育は粗飼料す多伊した肥育笹で争る。とわ特性を別用し、牛肉生産費に大きを比

重を占める濃厚飼料F給与量す節減し、経済的合肥育争行方子う目的で、 昭和38年以降、主とし

てへレフォード種(雄)を和牛(日本短角種、黒毛和種‘褐毛和種 )K交雑して生産した去勢牛

約 50頭を供試して、組飼料多}i3CT'若令肥育試験す継続実施してきた。とく忙補助飼料無給の放

牧励行、舎飼期Kなける組飼料の自由採食Kよる多用化古手入運動を行左わ左い省力化を原則と

して試験をすすめた。成績の要約を第8表K示した。

-31ー
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第 8表 組飼料主体若令肥

区 供試去勢牛

期間 目 自句 方 、圧 月

ノfーt 品種 l頭数 開始!

昭 38 昭 39 HN  3 
ヶ7月

算 期 問
8月-10一一--5一一一ー 8一一 11

昭 38. 59日， 203日 109日 9J日 HB  2 4 
8.27-

春生才7牛72夏

一
昭39.11

飼養 放牧舎飼放牧舎飼 B 4 5.5 
30 

(462品)放牧肥育
粗飼料 自採 自採 N 4 6 

次 • 段 厚 0.5- 1.0-
B 1 5 

飼 料 0.8% 1.6% 

第 昭39.7 
昭 39 昭 40

其R 間 7月一一 11一一一一 3一一 7 HN  4 7.5 
~ 
冬生れ牛若ム放牧 115日 139日 103日

40. 7 
宮司 養 放 牧; どにらコ 飼 舎飼肥育 HB  4 8 

( 357品)1回で肥育 1畳 飼 採 採自 自
次

濃 飼 0.6-0.8% 0.8-0.9% 
N 2 7.5 

日召 40 昭 41 

A 期間 7月85一日一 10一一一一 3一一一 6 
HN  2 6.5 I 

172 B 93日

第
昭40.7 飼蕃 放 牧 d仁EコE 飼 舎飼・肥育 HR  2 6.5 

~ 
A区仕 18ヶ月仕 区

粗飼 自 採 自 採
41. 11 

濃飼 0.8-0.9% I 1.2 % H 2 7 

ゐoE)上げ、白区は翌
年さらに放牧を

昭 40 昭 41
R 3 6.4 一 k間 B 期間 7月一11一一一 5一一 8一一 11

行者い期間?延
117日 19fi日 98日 88日

長して比較
BN  1 6 

498日 飼善寺 放牧舎飼放牧舎飼
1間
次 HR  2 6 

組飼 日採 自採 • 区
濃飼 0.3 K~ 0.8 K~ HB  3 6.5 

昭 41 昭 42 
HN  2 6.5 

第
昭41.8 期 間 8月一一一 11一一一一 5一一一一 10

~ 119日 170日 143日
B 5 7 

四
42. 10 
放牧仕上げ 飼 養 放 牧 4仁コb 信j 放 牧

(問436目、
'-J 

採
AB  2 9.5 

粗 宮司 自 自 採
次

濃 宮司 0.5 K~ 0.8-1. 0% H2N 1 5.5 

備考 i )品種記号 ヘレフォードH ，黒毛和種B ，褐毛利種R ，アンガス A ， ii)放牧は

飼料は産肉検定用飼料r準じた配合飼料?使用 iv)所要飼料中には放牧中の採草量

-32ー
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育試験成績総括表

成

メ寸〉3、 体 重 増 体 枝

終了 開始 終了 全期
1 日
枝肉量 歩留

当 b 

zf 23~~ 53K8 P 306 KP 0.66 KP 33K1 9 625 % 

19 135 449 294 0.67 259 58.8 

20.5 155 447 292 0.63 268 54.2 

21 174 405 231 0.49 229 57.0 

20 125 450 325 0.73 259 59，3 

19.5 221 468 247 0.69 255 58.3 

20 189 415 226 0.64 232 58.6 

19.5 220 469 249 0.¥67 246 56.8 

18 244 501 257 0.79 291 62.0 

18 214 450 236 0.67 252 59.0 

18.5 195 456 26J 0.74 255 59.4 

22.5 189 463 274 0.59 264 59.1 

22 176 469 283 0.59 254 58.9 

22 180 504 324 0.65 263 56.6 

22.5 184 469 285 0.57 250 57.2 

21 229 514 285 0.66 281 59.6 

22 178 434 256 0.59 225 56.5 

24 223 497 274 0.64 262 58.3 

20 150 419 269 0.63 212 55.1 

中等度の人工草地か主体で、塩以外は飼料子補給しをい。

を含まをい。 V) 仕上げ期は 3カ月聞を標準とした。

一日一

績

肉 所 京官右: 飼 料

単価
濃 l享

乾牧草
サイレ

宮司 料 ーー ・ン

350 F弓 922 K9 806 KP 1， 18~~ 

365 843 805 1，032 

338 782 736 1，053 

325 822 817 1，142 

350 820 625 885 

423 539 766 1，455 

410 522 670 1，391 

416 574 833 1，320 

493 1，050 651 1，764 

478 824 567 1，441 

480 936 606 1，543 

475 380 1，502 1，274 

520 380 1，502 1，274 

519 380 1，502 1，274 

520 380 1，502 1，274 

564 407 930 610 

555 360 930 610 

568 407 930 610 

548 328 930 610 

jjj)組飼料は自由採食(自採 Y，濃厚



(2; 交雑肉月牛の育成肥育

従来から本道に飼養されている肉用牛(和牛)と乳月牛(ホノレスクイン種)を母体として、と

れ.vr早熟型!の外国肉伊牛を交配した一代雑種すらびに対照として供試した和種系肉芹程をどの肉

用牛rついて、草士十わ別用と関連させて牧草の給与を主体とした若令肥育を行をい品種わ特性を

検討した。供試牛は、 8 品種各 6 頭ずつわ罰48頭で、その飼善方住は第 9 表P と;;}.~.h. 0 

第 9表 飼養方、法

区 晴 育 期 τ月=、 成 期 日E 育 期

舎 飼 放 牧 4に23r 飼 放 牧 ~コb 飼

分
哨(56 日乳) 哨(42 日育) 全 放 牧 育成肥育 全 放 牧 肥育仕上

O，HO 0， HD N，B， 
対照品種 D A己， H 全品種同一飼養

AO AO R，HN 
42 11. 5 -
43. 5. 10 

43.5. 11-10.8 43. 10. 9 ---12. 4 

42 4. 9 -... 7. 16 7.17 --- 10.5-

11. 4 11. 4 ( 188日間) ( 151日間) ( 57日間)
( 98日間) (11 0 8.間)(31日間)

備考 i ) 放牧期:昼夜放牧

ii ) 舎飼期:組飼料は自由採食、濃厚飼料は制限(育成期定量、肥育期体重割合で給

与)

その結果は、第 10---15表のと恥 b。

第 10表 平均増体量(九)

〉?て
晴育其F

放牧期 放牧期
晴(乳則日前)) 晴乳其戸鈎 1 年次

舎飼育成期
2 伍次

肥育期 全期間

56 B) I (42日)

D 6S6 898 8~;) 583 75 5 1，320 769 

AO  798 738 555 682 1，250 693 

HO  790 679 525 921 1，090 744 

N 793 465 722 950 643 

B 695 543 ;) 23 1，070 618 

AB  572 478 477 1，0 00 558 

HR  733 533 589 890 616 

HN  1，1 78 527 649 1，020 682 
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第 11表 飼料摂取割合 (DM量/体重=%)

HN  

育成打 2.32 

2.4 4 

第 12表 飼料費 (A)

• ユ:
舎飼育成期 肥育期 放牧期

牧乾草サイレ濃ミ 厚 牧乾草 濃厚 放牧料
イ席 考

ージ飼料 飼料

D 5，921 3，174 6.048 2.805 12.495 14，330 56.962 口円市乳を期含飼む料代 12.189

AD  5，607 3，176 6，240 2.662 11. 095 }4，330 47，425 11 4，316円

HD  4，779 3，176 6.048 2.418 12.215 14，330 47，245 11 4，276円

N 6.223 2.901 6，240 2.376 11，760 9.050 38，551 

B 4，769 2.625 6.112 2.164 10，395 9，050 35.114 

AB  4，509 2.917 6，112 2.131 10，290 9.050 35，009 

HR  4，975 2.915 6.240 2.218 10，395 9.050 35，793 

HN  5.119 3，296 6.048 2.322 11，795 9.050 37.630 

第 13表 と殺成績(第 1次と殺分)

• 品種 MJ. :1 牛 名 試時験体終重了
絶食後 枝肉重量 校 肉

校肉単価 販売代金
体 重 (温) 歩留 b

3 D 3 号 52l9' 471Kr; 27:!r; 58.4デ 346
Po 
95，025円

D 

5 D 5 号 526 488 271 55.5 346 93，685 

11 AD  5号 472 421 257 61.0 396 101，845 

AD  

12 AD 6号 501 465 276 59.4 426 117，440 

17 HD 5号 444 417 236 56.6 387 91，380 

HD  

18 HD 6号 507 465 286 61. 5 425 121，590 

23 N 5 号 456 425 266 62.6 486 129.250 
N 

24 N 6 号 496 449 284 63.3 485 137，800 

B 28 B 4 号 393 351 203 67.8 383 77，700 
一一一一一一一
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品種 ノ拓: 牛 名 試経終重了
絶食後

枝肉(温重)量 枝歩留肉b 枝肉単価 販売代金時休 体 重

29 s 5 号 45çf~ 24l~ 59.8デ 467円 115.285円
B 
30 B 6 号 3% 357 214 59.9 379 81，010 

31 AB 1号 420 394 240 60.9 477 114，500 

AB  33 AB 3号 370 343 206 60.1 449 92.510 

~5 AB 5号 411 373 221 59.2 458 101，245 

37 BR 1号 429 396 230 58.1 388 89.150 

1-1 R 39 HR 3号 442 407 252 61. 9 447 112.520 

40 HR 4号 386 361 205 56.8 449 92.075 • 43 HN 1号 482 453 283 62.5 485 137，325 

1-1 N 46 BN 4号 423 383 237 61.9 467 110，735 

48 BN 6号 414 389 231 59.4 456 105，695 

イ席考 枝肉単価はゴミ皮とみの価格で計算した。

第 14表 と殺成-績(第 2次分 j

品種 AJ. 牛 名
試験終了 絶食後 枝肉重量 枝肉

校肉単価 ゴミ皮代 販売代金時体重 体 重 (温) 歩留 b

21 0 2 号 60t~ 551K~ 31l~ 56.4現 400fI: 6.000円
D 

61 0 6 号 541 498 287 57.6 300 6.000 

14 BD 2号 602 554 335 60.5 440 6.000 
BD  
15 BD 3号 558 513 309 60.2 440 6.000 

21 N 3 号 521 479 298 62.2 460 6.000 • N 
22 N 4 号 531 488 302 61.9 460 6.000 

25 B 1号 463 424 250 59.0 460 6.000 

B 26 B 2号 405 3τ7 234 62.1 450 6.000 

27 B 3 号 446 438 271 61. 9 460 6.000 

32 AB 2号 402 370 223 60.3 460 6.000 

AB  34 AB 4号 422 388 234 60.3 460 6.000 

36 AB 6号 500 460 284 61. 7 490 6.000 

HR  42 HR 6号 460 423 252 59.6 430 6.000 
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第 15表 枝肉からの正肉，精肉歩留り(飼育延長)

D 種 HD 種 N A B 6号

区 分 枝肉に対 校肉r対 且_m_1枝肉r対 枝肉に対
重 互巨ヨ主

する割合
重 EEF邑. 

する割合
重

する割合
重 」主圭主ι 

iする割合

ヒ 1ノ 28 KP 1.82 7D 3.3 KP 2OF 26 KP 1.74 % 3.0 KP 2.10 持

ロ 一 ス 15.2 9.87 18.2 11. 03 19.3 12.95 20.0 13.99 

カタロース 6.3 4.09 7.8 4.73 5.5 3.69 5.9 4.13 

ノ、 フ 28.6 18.57 30.8 18.67 26.2 17.58 22.9 16.01 

• モ 弓云 29.5 19.16 33.0 20.00 29.0 19.46 26.9 18.81 

ウ ア 11.4 7.40 13.1 7.94 9.4 6.31 11.4 7.97 

ス 不 10.1 6.56 10.9 6.61 8.5 5.70 7.0 4.90 

コ -てZ 7.2 4.68 8.1 4.91 8.6 5.77 11，4 7.97 

f由 17.5 11. 36 16.2 9.82 i 8.9 12.68 17.8 12.45 

F円， おτ6 15.32 21.9 13.27 18.3 12，28 15.3 10.70 

枝肉重量(K~ 1 54.0 1 65.0 149.0 1 4 3.0 

正肉歩留(%) 84.5 86.6 87.3 89.2 

精肉歩留(%) 73.0 74.5 74.4 I 6.6 

?向 耗(K司 -1.8 -1. 7 -2.3 ←1.4 

• 
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ホルスタイン雄子牛の肉牛利用

小竹森 訓 央(北大農学部)

1. 牧草主体の生産

試験 1 11， 12， 1月生産雄子牛の 2、ンーズン放牧育成肥育(昭和40---42年)

若令放牧かその後ゎ発育にどのようす影響を及ぼすかす 6. 5. 4カ月齢開始(各群8頭

)Vlついて検討したか、出荷までの増体量には 3群聞に有意差をい 4カ月齢の早期放牧

わ可能性が指摘された。との全頭を粗飼料のみで越冬したが、粗飼料不足から 0.02K始と

発育停滞した。，しかし翌放牧シーズンには或る期間放牧地わ蹄耕造成に利用したKもかか

わらず1.00K給増体し、とれは越冬期の発育不良からくる代償性発育によるものと考えら

れた。各群の半数に出荷前70日開放牧地で濃厚飼料す 350K~給与したが放牧肥育と比べ有

利性か認められをかった。出荷月齢と体重は 6カ月群:24カ月 500K九 5カ月群:23カ

月490K~ 、 4 カ月群: 22カ月 449K~で争った。各群の晴青から出荷までの濃厚飼料要求

率は O.68 K~ (肥育したもの1.46 K~ ハ O. 52 K~ C 1.35 K~ ハ O. 39 K~ C 1.19 K~ )であった。

試験 2 1， 2. 3丹生産雄子牛の 2シーズン放牧育成肥育(昭和41--43年)

50頭を供試し¥ 4， 3， 2カ月齢放牧rついて比較した。 1シーズン目放牧では草生不足

から重放牧?に./)る結果とを bそれぞれ038， 0.35.0.32K% の成績に終わったが、越冬

期と 2シーズン邑放牧で遅れを取打戻し、 2カ月齢放牧の可能性か認められた。試験 1の

4 カ月齢放牧群の 1 シーズン目増体は 0.58~VEJ で歩ったととから補助飼料をしの若齢放牧

では開始月齢もさるととをから放牧管理か大きく影響するとしぺえよう。試験1でも同様で

争ったか、 1.シーズン目放牧直後と 7--8月r約 1カ月聞の発育停滞かみられとグ、時期の

補助飼料わ必要性か示唆された。越冬品目にけ各群の半数ずつに濃厚飼料 85K~ と 200K9給与

したが、とれも粗飼料不足首、ら 0.08K:勾と 0.15K:か色r終わったo しかし乾単だけの越冬で

• 

O.4K伊成績(天北農試げiIもあり良質問内充分量与えれば或る程度の濃厚飼料で、 . 

0.4 --0.6K始の増体す維持できると考えられる。とれら供試牛は 2シーズン目放牧終了後

試験4わ仕上げ肥育試験(18頭ハ 3シーズン放牧試験(18頭 )VC供し残りは生体販売

した。

試験3 10 - 3丹生産雄子牛の 2シーズン放牧育成・肥育(昭和 42-44年}

とわ試験では濃厚飼料給与量と給与時期の効果をしるために、①晴育期わみ給与②晴

育期と越冬期に給与 ③哨育期と 2シーズン目放牧r給与 ④晴育其旬、越冬期合よび 2シ

ーズン目放牧r給与の 4処理を試み、現在 2シーズン目放牧中である。

試験4 放牧士官rなける予備肥育か仕上肥育r及ぼす効果(昭和43，44年〉
2シーズン目放牧後わ仕上肥育に去、いて放牧士官で 2カ月間、 1カ月間濃厚飼料を給与し
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